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１）全体像 
 サルコイドーシスの上気道病変は，主に鼻腔，副鼻腔，喉頭に認められ 1)，James らが

Sarcoidosis of the Upper Respiratory Tract (SURT)としてまとめている 2)．その頻度

は，米国の症例対照研究 3)では 763 例中 22 例（3%）であった．SURT のうち鼻腔病変

と副鼻腔病変は合併例が多く，併せた頻度は，Mayo clinic の 2319 例の解析では 0.7％
4), Wilson ら 750 例の解析では 3.6%5)，喉頭病変の頻度は，前者では 0.5%6)，後者では

0.67%5)であった．その他，上咽頭 7, 8)，扁桃 9)や口腔内 10)病変について稀ながら報告があ

る． 

 症状は肉芽腫ができる部位により異なり，多彩な症状を呈する．鼻腔病変では多くは鼻

閉であり，鼻汁，痂皮形成，鼻出血など鼻炎と似た症状 1), 副鼻腔病変では後鼻漏や鼻閉，

鼻周囲痛や頭痛といった副鼻腔炎と同様の症状を認める 11)．喉頭病変では，嗄声，咳嗽，

発声障害，嚥下障害などが主であるが 12)，ときに喘鳴や呼吸困難にて緊急対応が必要とな

る 13)．小児でも発声障害と労作時呼吸困難で発症した症例が報告 14)されている．近年，サ

ルコイドーシスの主症状のひとつである全身倦怠感と，睡眠時無呼吸症候群との関連が注

目されており 15)，上気道病変が関与している可能性がある 16)． 

 

２）検査・診断 
 鼻腔病変の多くは鼻粘膜病変であるが，鼻中隔穿孔を起こすこともあり，また副鼻腔病

変は眼窩へ浸潤することがあり，視診，内視鏡，Ｘ線，CT，MRI にて評価する 4, 11)．確定

診断のためには生検を行うが鼻腔は鼻出血のため，副鼻腔は手術となるため難しいことが

ある 11, 17)．鑑別診断は，まずは鼻炎や副鼻腔炎との鑑別が問題となるが，特異的感染性疾

患として結核, アスペルギルス，梅毒等, 非感染性疾患として好酸球性多発血管炎性肉芽

腫症や多発血管炎性肉芽腫症といった ANCA 関連血管炎や，リンパ腫等が鑑別に挙がる
1, 18)． 

 喉頭病変は，喉頭蓋，仮声帯，披裂部に認められ，ときに喉頭蓋の腫大を示す特徴的な

turban-like appearance が認められる 6, 19, 20)． 声帯の病変は稀である．ガリウムシンチ

グラムや FDG-PET にて集積を認めないこともあり 21, 22)，有症状時は CT や MRI，内視鏡

にて評価する．鑑別診断は，上記以外には急性喉頭炎，喉頭蓋炎が挙げられるが，サルコ

イドーシスは黄̶蒼白色で無痛性であり，喉頭蓋炎は発赤や疼痛を認め臨床像が異なる 18, 

22)．喉頭病変は，進行すると肺機能検査にて上気道閉塞パターンを認めることがある 1, 16, 19)． 

 

３）治療・予後 
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 治療としては，SURT も自然消退例があるため，軽症例は無治療または局所外用薬で経

過観察するが 18)，進行例における治療の主体はステロイドの全身投与である． 

 鼻腔，副鼻腔病変に関しては，ステロイド点鼻薬から開始されることがある 11)．内科的

治療に難治性の場合は外科的治療が考慮されるが，解剖学的閉塞により鼻閉や慢性副鼻腔

炎を来している症例が適応となる 1, 23, 24)． 

 喉頭病変に関しては，ときに上気道閉塞によって生命に危険が及ぶ例があるため慎重な

経過観察が必要である 26)．治療はステロイドの全身投与が主軸であるが，軽度の症状に吸

入ステロイド薬が有効であった例もある 16)．限局した病変の場合は局所へのステロイド注

入治療も有効とされている 1, 26)．難治性の場合や生命に危険が及んでいる場合は，外科的

治療が考慮されるが，気管切開が必要となることもある 12)．  

 予後に関しては，一般に生命予後はよいが，症状は難治例もある．初診時に予後は推定

できないため，経過観察が重要となり，最初の 3 年間は 3-6 ヶ月に 1 回の定期検査，そ

の後は症例ごとに適切なフォローアップが必要となる 22)．  

 

４）代替治療 
 ステロイド以外には methotrexate や azathioprine が有効との報告がある 11, 25)．抗

Tumor Necrosis Factor (TNF)治療は治療抵抗性のサルコイドーシスに対して一定の効

果があるとされる 25)が，抗 TNF 薬による治療によりサルコイドーシス病変が発現したと

いう報告が散見される 27, 28)．上気道病変に関しても，咽頭にサルコイドーシス様の非乾酪

性肉芽腫が出現したという報告 29)があり注意を要する． 
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